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【座間市のお知らせ】 889

市の人口●129，268人（－27人） 
市の世帯数●54，446世帯（＋355世帯） 
 平成２３年８月１日現在（　）は前年同月との増減 

●市民大学（後期）を開講（2面） 

●みんなの健康（3面） 

平成23年 
（2011年） 

●ざまインフォメーション（8・9面） ●ざまインフォメーション（8・9面） 

●9月9日は救急の日（6・7面） ●9月9日は救急の日（6・7面） 

●健康なまちづくりコーナー（4・5面） ●健康・福祉特集（4・5面） 

●みんなの健康（3面） 

●市民大学（後期）を開講（2面） 

大豆油インクを使用しています 

◆平成２３年（２０１１年）９月１日発行
◆座間市市民部広報広聴人権課編集
〒２５２-８５６６
神奈川県座間市緑ケ丘一丁目１番１号
1０４６（２５５）１１１１（代）5０４６（２５５）３５５０
URL：http://www.city.zama.kanagawa.jp/
：http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/

◆平成２３年（２０１１年）９月１日発行
◆座間市市民部広報広聴人権課編集
〒２５２-８５６６
神奈川県座間市緑ケ丘一丁目１番１号
1０４６（２５５）１１１１（代）5０４６（２５５）３５５０
URL：http://www.city.zama.kanagawa.jp/
：http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
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人形劇
「おさるのおしり」

「それゆけ！ももたろう」
○と　き　９月１９日（月）午前１０時～１０
時４５分（受け付けは午前９時４０分～）

○ところ　サニープレイス座間（総合
福祉センター）３階多目的室

○定　員　１５０人（先着順）
○参加費　無料
○参加方法　当日直接会場へ
○問い合わせ先　市保育フェスティバ
ル実行委員会事務局（小松原保育園
内）1０４６（２５５）６６７１

福祉月間中の催し
内　容ところと　き催　し

６０歳以上の方と障がい（児）
者の手作り作品展示ハーモニーホール座間９月１７日（土）～１９日（月）高齢者・障がい者

の作品展
対象年齢の方に祝い品、ま
たは祝い金を贈呈対象者宅など８月下旬～１０月上旬敬老祝金・祝品

市福祉施設・事業などの紹介市役所１階市民サロン９月２２日（木）～２８日（水）福祉パネル展
歌、踊り、ゲームなど市内１８カ所の保育園９月中　※各保育園で異なります。老人と園児の集い
身体測定、尿検査、血圧測
定、体脂肪測定と健康に関
する相談

東地区文化センター
午前９時３０分
　　～１０時３０分

９月２２日（木）
健康相談 市民健康センター９月２６日（月）

ひばりが丘コミュニティセンター９月２８日（水）

　広報ざま９月１日号から、希望者の皆さんに対
して広報ざまの戸別配布を開始しました。
　戸別配布をお申し込みいただいた方で、広報ざ
まが発行日（１日・１５日）に配布されなかった場
合は、（株）かなしんサービスにお名前とご住所を
ご連絡ください。すぐに広報ざまをお届けします。

○問い合わせ先　（株）かなしんサービス　7０１２０（１１１）４２９ （無料）
　受付時間　午前９時～午後５時（土曜・日曜日、祝日を除く）
※広報ざまの戸別配布を希望する方は、広報広聴人権課申し込み専用電話
1０４６（２５２）８６８４にご連絡ください。
※新聞を購読している方には、これまでどおり新聞折り込みで配布します。
担当　　　　　　　　広報広聴人権課　1０４６（２５２）８３２１　5０４６（２５２）０２２０

広報ざまの戸別配布を申し込んだ方で１日・１５日に広報ざまが配布されない場合はご連絡を
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へ▲ボランティア体験サマースクールで高齢者と触れ合う中学生（写真右）

○と　き　９月１９日（月）午前１０時～午後３時３０分
　※プログラムにより時間は異なります。
○ところ　▽第３８回福祉大会＝ハーモニーホール座間（市民文化会館）▽第２８回社協福祉まつり＝サニ
ープレイス座間（総合福祉センター）、市役所ふれあい広場、ハーモニーホール座間（小ホール）
　※社協福祉まつりの会場案内図やプログラムなどの詳細は９月１日発行の社協広報紙「座間市しゃき
ょう」に掲載します。
○内　容　▽福祉大会＝自立更生・援護功労表彰、福祉功労感謝、福祉論文・作文・標語入選作表彰、
市社協会長表彰・感謝▽社協福祉まつり＝福祉まつり店（地域作業所などで作られた手作り製品や飲
食物の販売、バザー、金魚すくい）、福祉オリエンテーリング、おはやし、ふれあい音楽会、ビンゴ
大会、福祉情報・相談コーナーなど
○入　場　自由
　※駐車場の収容台数に限りがあるため、公共交通機関またはコミュニティバス（乗車定員あり）でお
越しください。なお、コミュニティバスの運行は都市計画課1０４６（２５２）８２８９にお問い合わせください。
　※車椅子で来場される方で、交通手段が無い方はあらかじめ担当にご連絡ください。
担当 福祉長寿課　1０４６（２５２）８２４７　5０４６（２５６）３６００
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  ZAMA

受講料期間講座名コース名

Ａ１１月１日～２９日（毎週火曜日）午前
１０時４０分～午後０時１０分高齢者の健康と介護（全５回）和泉短期

大学コース

Ｂ

９月２９日、１０月１３日、１１月１０日・２４
日、１２月８日・２２日、１月１２日・２６
日（いずれも木曜日）午後１時２０分
～２時５０分

絵を見て想像の翼を無限に広げよう！
～見る快楽としての知（全８回）

女子美術
大学コース

Ｂ１２月１２日（月）～１５日（木）午前９
時～正午

アニメーションワークショップ
（全４回）

総合電子
専門学校コース

Ｂ１２月１２日（月）～１５日（木）午前９
時～正午デッサン入門（全４回）総合電子

専門学校コース

Ｂ
１０月５日～１１月３０日（毎週水曜日）
午後０時５０分～２時２０分
※１１月２３日を除く。

現代に生きる「論語」～その君子像か
ら（全８回）桜美林大学コース

Ａ１０月１５日～１１月１２日（毎週土曜日）
午後１時１０分～２時４０分先端技術と私達の暮らし（全５回）青山学院

大学コース

Ｂ１０月１日～１１月１９日（毎週土曜日）
午後２時～４時水墨画入門（全８回）多摩美術

大学コース

Ａ１０月８日～２９日（毎週土曜日）午前
１０時～１１時３０分

健康講座「高齢化社会の健康食生活ミ
クロからマクロまで」（全４回）

東京家政学院
大学コース

Ａ１０月７日～２１日（毎週金曜日）午後
１時～２時３０分

国際的視点から見た日本古代の仏教文
化（全３回）

東京女学館
大学コース

Ａ１０月８日～２９日（毎週土曜日）午前
１０時～正午宇宙科学の最前線（全４回）総合研究大学院

大学コース

Ｂ
１０月３日・１７日・２４日、１１月７日・
１４日・２１日、１２月５日・１２日（いず
れも月曜日）午後６時３０分～８時

Active English in the News
（全８回）

サレジオ工業高等
専門学校コース

Ａ１０月２２日・２９日（いずれも土曜日）
午前９時３０分～正午

「あそびニケーション」～遊び＋対話
＝学び～（全２回）玉川大学コース

Ａ１１月５日～１２月３日（毎週土曜日）
午前１０時３０分～正午

「甲州街道をゆく」～語り継がれる小
原宿と與瀬宿～（全５回）

相模原市総合学習
センターコース

Ａ１０月１３日～２７日（毎週木曜日）午前
１０時～１１時３０分座間の蚕はどこへ行った？（全３回）座間市生涯学習課

コース
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国民健康保険被保険者証を更新
　市では、国民健康保険被保険者証を更新します。現在ご使用
中の被保険者証は１０月１日以降は使用できなくなります。
　新しい被保険者証は、９月下旬までに簡易書留郵便で世帯主
あてに郵送しますので、記載内容を確認し、誤りや不明な点な
どがありましたら担当にご連絡ください。
　被保険者証が送られた方の中で、就職や家
族の扶養に入るなどして、社会保険などの被
保険者証をお持ちの方は、国民健康保険資格
喪失の届け出が必要ですので、早めに手続きをしてください。
　有効期限の切れた被保険者証は、担当または各出張所に返却
するか、細かく裁断して破棄してください。また、被保険者証
カバーは担当と各出張所に用意していますので、ご希望の方は
お申し出ください。
※１０月２日から平成２４年９月３０日までに７５歳になる方の有効期
限は誕生日の前日となり、誕生日以降は「後期高齢者医療制度」
に基づく新しい被保険者証が交付されます。
担当 国保年金課　1０４６（２５２）７００３　5０４６（２５２）７０４３
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市民大学申し込み 

１．コース名（学校名） 
２．講座名 
３．受講登録番号 
　　（※未登録の方は空欄） 

４．氏名・ふりがな 
５．性別 
６．生年月日（大正・昭和・ 
　　平成で表記） 
７．郵便番号・住所 
８．電話番号 

〒２５２－０３０７ 

※市内在勤・在学の人は、在
勤・在学先の名称・住所・電
話番号も記入してください。 

市
民
大
学
担
当
　
宛
 

第３回木造住宅無料耐震相談会
　市では、昭和５６年５月３１日以前に建築された木造住宅
を対象に無料耐震相談会を実施します。
○と　き　１０月１日（土）午前９時３０分～午後４時
○ところ　東地区文化センター１階ホール
○定　員　１４人（申込順・時間予約制）
○相談時間　約４５分
○相談員　神奈川県建築士事務所協会　座間支部会員
○持ち物　受け付け後に市から送付された書類、確認申請などの図面（略図でも
可）、建物状況が分かる写真など
○申込方法　９月１日（木）～１５日（火）に電話で担当へ
※次回の相談は、平成２４年２月１８日（土）に北地区文化センターで予定していま
す。
※市では建物の耐震診断について、電話や訪問などによる個別の勧誘は行ってい
ません。
※耐震診断費の補助や、「所得税額の特別控除」「固定資産税の減額措置」の制
度について、詳しくは担当にお問い合わせください。
担当 建築住宅課　1０４６（２５２）７３９６　5０４６（２５５）３５５０

市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学（（（（（（（（（（（後後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期期）））））））））））
受受受受受受受受受受受講講講講講講講講講講講生生生生生生生生生生生ををををををををををを募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集

　座間市教育委員会と相模原市教育委員会では、１５の
大学と２カ所の専門学校の協力のもとに、さがまちコ
ンソーシアムに運営を委託し、市民大学を開講します。
○対　象　原則として、１５歳以上の座間市・相模原市
内在住・在勤・在学者
○受講数　全コース（学校）から自由に選択
　※受講数の制限はありません。
○受講料　１講座につきＡ＝１，０００円、Ｂ＝１，５００円 
※このほか、資料代、教材費などが必要な講座があ
ります。
○申込方法　官製はがき（講義案内にある申込書をは
がきに張り付けても可）に、右下の記入例を参考に
して必要事項を記入の上、〒２５２－０３０７さがまちコン
ソーシアム事務局あて郵送 
※１講座につき１枚のはがきで申し込んでください。
※「さがまちコンソーシアム」のホームページ（http: 
//sagamachi.jp/manabi/shimin-daigaku/）か
らも申し込みが可能です（事前に受講登録番号の取
得が必要）。
○申込締切　９月１４日（水）必着
○受講者の決定　多数抽選 
※申込者全員に封書で結果をお知らせします。 
※受講決定者には、納付書を同封します。指定され
た納期限までに受講料を納めてください。
○問い合わせ先　さがまちコンソーシアム事務局内市
民大学担当　1０４２（７０３）８５５０（月曜～金曜日午前９
時～午後５時）
※駐車場は用意していませんので、公共の交通機関を
ご利用ください。
担当　生涯学習課　1０４６（２５２）８４７２　5０４６（２５２）４３１１
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担当　健康づくり課 　1046（252）7225　5046（255）3550
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ZAMA

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

○
持
ち
物　

弁
当
、飲
み
物
、

タ
オ
ル
な
ど
（
半
日
コ
ー

ス
は
弁
当
不
要
）

○
定　

員　

各
百
人
（
申
込

順
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

九
月
二
十
日

（
火
）
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
担

当
へ

※
雨
天
時
の
開
催
の
問
い
合

わ
せ
は
、
当
日
午
前
七
時
〜

七
時
三
十
分
ま
で
に
担
当
へ
。

担
当　

ス
ポ
ー
ツ
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
１
７
７

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

　

介
護
を
始
め
た
ば
か
り
で

戸
惑
っ
て
い
る
方
へ
、
各
分

野
の
専
門
家
が
介
護
の
コ
ツ

に
つ
い
て
実
技
を
交
え
て
説

明
し
ま
す
。
夫
婦
や
男
性
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
と　

き　

十
月
三
日（
月
）、

十
一
日（
火
）、十
八
日（
火
）、

二
十
四
日（
月
）　

午
前
十

時
〜
正
午
（
十
八
日
の
み

午
前
十
時
〜
午
後
一
時
）

（
全
四
回
）

○
と
こ
ろ　

市
民
健
康
セ
ン

タ
ー

○
内　

容 

﹇
十
月
三
日
﹈
「
お
い
し

く
安
全
に
飲
み
込
む
た
め

の
お
口
の
ケ
ア
と
口
腔
体

操
お
よ
び
義
歯
の
お
手
入

れ
方
法
」 

　

ス
キ
ー
の
事
故
に
よ
る
全

身
ま
ひ
の
体
か
ら
社
会
復
帰

し
た
講
師
の
経
験
を
基
に
命

の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

○
と　

き　

十
月
一
日（
土
）

午
後
二
時
〜
四
時

○
と
こ
ろ　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

﹇
十
月
十
一
日
﹈
「
介
護

す
る
ご
家
族
の
腰
痛
対
策

と
身
体
に
や
さ
し
い
移
乗

方
法
」 

﹇
十
月
十
八
日
﹈
「
介
護

食
の
い
ろ
い
ろ
・
介
護
食

の
作
り
方
」 

﹇
十
月
二
十
四
日
﹈
「
お

む
つ
の
当
て
方
・
選
び
方
・

排
泄
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

つ
い
て
」

○
対　

象　

お
お
む
ね
六
十

五
歳
以
上
の
要
支
援
・
要

介
護
状
態
の
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
市
内
在
住
・

在
勤
の
家
族
や
介
護
に
つ

い
て
学
び
た
い
方

○
定　

員　

各
三
十
人（
十 

月
二
十
四
日
の
み
四
十
名
）

（
申
込
順
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

九
月
三
十
日

（
金
）
ま
で
に
直
接
、
ま

た
は
電
話
で
担
当
へ

担
当　

介
護
保
険
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
０
８
４

5
０
４
６（
２
５
２
）８
２
３
８

ー
ル
座
間
（
市
民
文
化
会

館
）
小
ホ
ー
ル

○
対　

象　

ど
な
た
で
も（
小

学
四
年
生
以
上
）

○
定　

員　

三
百
人
（
申
込

順
）

○
参
加
費　

無
料

○
講　

師　

元
体
育
教
師
・

元
養
護
教
員　

腰
塚
勇
人

さ
ん

○
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
担
当
へ

担
当　

障
が
い
福
祉
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
１
３
２

5
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

頑
張
り
す
ぎ
な
い
介
護
の
コ

ツ
を
ご
夫
婦
で
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
【
基
礎
コ
ー
ス
】

〜
ご
夫
婦
の
た
め
の

　

や
さ
し
い

　

家
族
介
護
教
室
〜

「
命
の
授
業
」
講

演
会
〜
今
の
幸
せ

に
気
付
く
こ
と
か

ら
夢
は
広
が
る

　

ア
ロ
マ
の
香
り
の
中
で
心

身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
す
る
た

め
の
手
法
や
、
日
常
生
活
へ

の
上
手
な
取
り
入
れ
方
な
ど

を
学
び
ま
す
。

○
と　

き　

十
月
六
日
〜
十

月
二
十
七
日
毎
週
木
曜
日

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時

（
開
場
午
後
一
時
）
（
全

　

水
の
中
で
腕
や
足
の
運
動

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
足

腰
を
強
く
し
ま
す
。
ま
た
、

風
邪
な
ど
を
ひ
き
に
く
い
体

に
し
ま
す
。

○
と　

き　

十
月
三
日（
月
）・

五
日
（
水
）
・
七
日（
金
）

〔
全
三
回
〕
午
後
一
時
三

十
分
〜
二
時
三
十
分
（
初

回
は
午
後
一
時
〜
）

○
と
こ
ろ　

協
栄
ス
イ
ミ
ン

グ
ク
ラ
ブ
座
間
（
座
間
二

－

二
三
九
）

○
対　

象　

市
内
在
住
・
在

勤
者

○
定　

員　

五
十
人
（
申
込

順
）

○
参
加
費　

無
料

４
回
）

○
と
こ
ろ　

ス
カ
イ
ア
リ
ー

ナ
座
間
（
市
民
体
育
館
）

一
階
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
○
対　

象　

十
八
歳
以
上

○
定　

員　

三
十
人
（
申
込

順
）

○
受
講
料　

二
千
円

○
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服

装
、
筆
記
用
具

※
使
用
す
る
ア
ロ
マ
オ
イ
ル

は
純
粋
な
植
物
性
オ
イ
ル
で

無
害
で
す
。

※
こ
の
講
座
は
医
療
行
為
、

医
療
指
導
を
行
う
も
の
で
は

○
持
ち
物　

水
着
、
水
泳
帽

子
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
ロ
ッ

カ
ー
代
十
円

○
申
込
方
法　

九
月
二
十
二

日
（
木
）
ま
で
に
、電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
担

当
へ

担
当　

ス
ポ
ー
ツ
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
１
７
７

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

あ
り
ま
せ
ん
。

○
講　

師　

（
社
）
日
本
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
協
会
認
定

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー　

佐
藤
玲
子

さ
ん

○
申
込
方
法　

受
講
料
を
添

え
て
事
前
に
体
育
館
へ
申

し
込
み
（
現
金
の
取
り
扱

い
は
午
後
五
時
ま
で
。
電

話
予
約
可
）

担
当　

ス
カ
イ
ア
リ
ー
ナ
座

間1
０
４
６（
２
５
５
）０
０
７
７

5
０
４
６（
２
５
５
）１
１
８
８

ア
ロ
マ
＆
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
講
座

〜
豊
か
な
香
り
に
包
ま
れ
る
、

　
　

心
と
カ
ラ
ダ
の

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
〜

　

運
動
前
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ

を
学
び
ま
す
。

○
と　

き　

九
月
二
十
九
日

（
木
）
午
後
二
時
〜
四
時

○
と
こ
ろ　

市
民
健
康
セ
ン

タ
ー

○
対　

象　

四
十
歳
以
上

○
参
加
費　

無
料

○
定　

員　

二
十
人

○
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
健

康
手
帳
（
持
っ
て
い
な
い

方
に
は
当
日
発
行
）
、
運

動
し
や
す
い
服
装
と
靴

○
講　

師　

健
康
運
動
指
導

士○
申
込
方
法　

九
月
二
十
八

日
（
水
）
ま
で
に
電
話
で

担
当
へ

担
当　

健
康
づ
く
り
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
２
２
５

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

健
康
水
中

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

◆
気
づ
き 

　

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気

づ
い
て
、
声
を
掛
け
る
。

○
発
言
、
行
動
、体
調
な
ど
、

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
敏

感
に
な
り
、
心
の
悩
み
や

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
人
が
発
す
る
周
り

へ
の
サ
イ
ン
に
な
る
べ
く

早
く
気
付
き
ま
し
ょ
う
。

○
変
化
に
気
付
い
た
ら
「
眠

れ
て
い
ま
す
か
？
」な
ど
、

自
分
に
で
き
る
声
掛
け
を

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

◆
傾
聴 

　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

耳
を
傾
け
る
。

○
悩
み
を
話
し
て
く
れ
た
ら
、

時
間
を
掛
け
て
、
で
き
る

限
り
傾
聴
し
ま
し
ょ
う
。

○
話
題
を
そ
ら
し
た
り
、
訴

え
や
気
持
ち
を
否
定
し
た

り
、
表
面
的
な
励
ま
し
を

し
た
り
す
る
こ
と
は
逆
効

果
で
す
。
本
人
の
気
持
ち

を
尊
重
し
、
共
感
し
た
上

で
、
相
手
を
大
切
に
思
う

自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
ま

し
ょ
う
。

◆
つ
な
ぎ 

　

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す

る
よ
う
促
す
。

○
心
の
病
気
や
社
会
・
経
済

的
な
問
題
な
ど
を
抱
え
て

い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
公

的
な
相
談
機
関
や
医
療
機

関
な
ど
専
門
家
へ
の
相
談

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。　

○
相
談
を
受
け
た
側
も
、
一

人
で
は
抱
え
込
ま
ず
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た

上
で
、
本
人
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
や
気
持
ち
を
理

解
し
て
く
れ
る
家
族
、
友

人
、
上
司
（
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
）
に
協
力
を
求
め
、
連

携
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

◆
見
守
り 

　

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

じ
っ
く
り
と
見
守
る
。

○
体
や
心
の
健
康
状
態
に
つ

い
て
自
然
な
雰
囲
気
で
声

を
掛
け
て
、
焦
ら
ず
に
優

し
く
寄
り
添
い
な
が
ら
見

守
り
ま
し
ょ
う
。　

○
必
要
に
応
じ
、
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
と
連
携
を
と
り
、
専

門
家
に
情
報
を
提
供
し
ま

し
ょ
う
。

担
当　

障
が
い
福
祉
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
１
３
２

5
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

あ
な
た
に
も
で
き
る

自
殺
予
防
の
た
め
の

行
動

　

九
月
十
日
〜

十
六
日
の
一
週

間
は
「
自
殺
予

防
週
間
」で
す
。

　

自
殺
対
策
の

推
進
に
当
た
っ
て
は
、
自
殺

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
自
殺
を
考
え
て
い
る

人
の
心
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、

自
殺
予
防
に
つ

な
げ
る
皆
さ
ん

一
人
一
人
の
取

り
組
み
が
大
切

で
す
。

　

自
殺
予
防
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
配
布
を
行
い
ま
す
。

○
と　

き　

九
月
十
二
日

（
月
）
午
前
七
時
〜
八
時

○
と
こ
ろ　

相
武
台
前
駅
・

座
間
駅
・
小
田
急
相
模
原

駅
・
さ
が
み
野
駅

担
当　

障
が
い
福
祉
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
１
３
２

5
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

　

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く

し
た
遺
族
が
、
安
心
し
て
胸

の
う
ち
を
語
り
合
い
、
気
持

ち
を
分
か
ち
合
え
る
場
で
す
。

○
と　

き　

九
月
二
十
一
日

（
水
）
午
後
二
時
〜
四
時

○
と
こ
ろ　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
座
間
（
市
民
文
化
会

館
）
二
階
小
和
室

○
参
加
費　

無
料

○
参
加
方
法　

当
日
の
参
加

も
可
能
で
す
が
、
な
る
べ

く
事
前
申
込
を
お
願
い
し

ま
す
（
匿
名
で
の
参
加
も

可
能
）。

担
当　

障
が
い
福
祉
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
１
３
２

5
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

自
殺
予
防
週
間

〜
目
を
む
け
よ
う

　

命
を
支
え
る

　

た
く
さ
ん
の
人
〜

自
死
遺
族
の
集
い

（
れ
ん
げ
の
会
）

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

身
体
の
び
の
び
体
操
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市
内
四
十
カ
所
の
見
所
を

春
秋
二
回
に
分
け
て
歩
く
事

業
の
後
半
で
す
。
日
常
生
活

で
は
簡
単
に
通
り
過
ぎ
て
し

ま
う
よ
う
な
道
を
歩
い
て
、

ふ
る
さ
と
座
間
の
良
さ
を
実

感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
と　

き　

十
月
一
日（
土
）

（
受
付
午
前
八
時
十
五
分

〜
八
時
三
十
分
） 

一
日
コ
ー
ス
＝
午
前
八
時

　

市
内
の
子
育
て
、高
齢
者
、

障
が
い
者
、
外
国
籍
の
方
な

ど
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
紹
介
と
福
祉
体
験

を
行
い
ま
す
。

○
と　

き　

九
月
十
四
日

（
水
）
〜
十
六
日
（
金
）

○
と
こ
ろ　

サ
ニ
ー
プ
レ
イ

ス
座
間
三
階　

研
修
室

○
内　

容　
 

﹇
十
四
日
﹈
要
約
筆
記
、

車
椅
子
体
験
、
手
話 

﹇
十
五
日
﹈
音
声
訳
、
点

訳
、
不
登
校
ひ
き
こ
も
り

支
援
、
日
本
語
支
援 

﹇
十
六
日
﹈
誘
導
援
助
、

拡
大
写
本
、
子
育
て
支
援

○
対　

象　

福
祉
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ

る
方

○
定　

員　

三
十
人
（
申
込

順
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
直
接
担
当
へ

担
当　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

1
０
４
６（
２
６
６
）２
０
０
２

5
０
４
６（
２
６
６
）２
０
０
９

　

骨
密
度
を
測
定
し
、
測
定

後
に
結
果
の
説
明
と
生
活
・

栄
養
面
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

り
ま
す
。

睡
眠
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〜
２
週
間
以
上
続
く

　

不
眠
は
、
う
つ
の

　

サ
イ
ン
か
も

　
　

し
れ
ま
せ
ん
〜

　

が
ん
予
防
の
食
事
を
バ
イ

キ
ン
グ
形
式
で
試
食
し
、
食

後
に
が
ん
予
防
の
専
門
家
に

よ
る
講
演
が
あ
り
ま
す
。

○
と　

き　

十
月
五
日（
水
）

午
前
十
一
時
三
十
分
〜
午

後
三
時
（
講
演
の
み
希
望

の
方
は
午
後
一
時
三
十
分

〜
三
時
）

※
食
事
の
み
の
参
加
は
で
き

ま
せ
ん
。

○
と
こ
ろ　

市
民
健
康
セ
ン

タ
ー

○
定　

員　

三
十
人
（
申
込

順
）

○
参
加
費　

四
百
円

○
持
ち
物　

空
の
弁
当
箱
、

　

う
つ
病
と
不
眠
に
は
、
深

い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

筆
記
用
具
、
健
康
手
帳

（
持
っ
て
い
な
い
方
に
は

当
日
発
行
）

○
講　

師　

東
海
大
学
医
学

部
非
常
勤
准
教
授　

渡
辺

良
久
さ
ん

○
申
込
方
法　

九
月
二
十
七

日
（
火
）
ま
で
に
電
話
で

担
当
へ

担
当　

健
康
づ
く
り
課　

1
０
４
６（
２
５
２
）７
２
２
５

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

　

う
つ
病
に
か
か
る
と
、
疲

れ
て
い
る
の
に
眠
れ
な
い
、

夜
中
に
目
を
覚
ま
し
て
し
ま

う
、
朝
早
く
に
目
覚
め
て
し

ま
う
な
ど
、
多
く
の
方
が
睡

眠
に
障
が
い
を
き
た
し
ま
す
。

　

「
た
か
が
眠
れ
な
い
く
ら

い
で
」
と
思
わ
ず
、
疲
れ
て

い
て
も
眠
れ
な
い
日
が
続
く

よ
う
な
場
合
は
、
早
め
に
か

か
り
つ
け
の
病
院
や
専
門
機

関
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

う
つ
病
は
、
治
り
に
く
い

病
気
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ

　

昨
今
、
食
に
関
す
る
情
報

が
氾
濫
し
て
い
ま
す
。

　

食
生
活
と
健
康
を
守
る
た

め
、
消
費
者
が
自
ら
正
確
な

情
報
を
選
択
し
、
情
報
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
考
え
ま
す
。

○
と　

き　

下
表
参
照

○
と
こ
ろ 

第
一
回
・
第
二
回　

市
役

所
四
階
４－

３
会
議
室 

第
三
回　

味
の
素
川
崎
工

場
見
学
（
市
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
使
用
）

○
対　

象　

食
に
関
心
の
あ

る
市
民
（
第
三
回
の
み
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

○
定　

員　

三
十
人
（
申
込

り
ま
す
が
、
早
期
に
適
切
な

治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
多

く
の
方
が
回
復
し
て
い
ま
す
。

　

周
り
の
人
か
ら
見
て
も
、

睡
眠
不
足
の
方
は
気
付
き
や

す
い
も
の
で
す
。ま
ず
は「
眠

順
）

○
受
講
料　

無
料

○
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
直
接
担
当
へ

担
当　

広
報
広
聴
人
権
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
２
１
８

5
０
４
６（
２
５
２
）０
２
２
０

れ
て
ま
す
か
？
」
の
一
言
か

ら
、
身
近
な
方
へ
声
掛
け
を

行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

担
当　

障
が
い
福
祉
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
１
３
２

5
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

お
い
し
い
ラ
ン
チ
で

が
ん
予
防

三
十
分
〜
午
後
三
時
（
予

定
）　

半
日
コ
ー
ス
＝
午

前
八
時
三
十
分
〜
正
午（
予 

定
）

○
と
こ
ろ　

座
間
市
役
所
〜

市
内
西
部

○
対　

象　

市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方
（
小
学
四

講
座
「
食
の
安
全
・

安
心
を
考
え
る
」

〜
健
康
・
栄
養
・

　

食
生
活
の
つ
な
が
り
〜

市
民
の
た
め
の
福
祉
講
座

〜
ふ
く
し
体
験
〜

「
来
て
、
見
て
、
聞
い
て
、

体
験
し
て
み
よ
う
」

　

膝
に
痛
み
を
感
じ
る
方
を

対
象
に
、
膝
の
運
動
の
方
法

を
学
ぶ
講
座
を
相
模
が
丘
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
共

催
で
行
い
ま
す
。

○
と　

き　

九
月
十
五
日

（
木
）
午
後
一
時
三
十
分

〜
三
時
三
十
分

○
と
こ
ろ　

相
模
が
丘
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

○
対　

象　

市
内
在
住
・
在

勤
者

○
定　

員　

五
十
人
（
申
込

順
）

○
参
加
費　

無
料

○
持
ち
物　

上
履
き
・
運
動

着

○
講　

師　

興
生
会
相
模
台

病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー　

理
学
療
法

士
○
申
込
方
法　

九
月
十
四
日

（
水
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
直
接
相
模
が
丘
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
1
０

４
６（
２
５
８
）３
０
０
０
）

か
担
当
へ

担
当　

北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー

1
０
４
２（
７
４
７
）３
３
６
１

5
０
４
２（
７
４
７
）８
５
４
２

○
と　

き　

九
月
二
十
六
日

（
月
）
午
前
九
時
二
十
分

〜
十
時
四
十
分
ご
ろ
ま
で

○
と
こ
ろ　

市
民
健
康
セ
ン

タ
ー

○
対　

象　

二
十
歳
以
上
の

方
で
、
こ
こ
一
年
間
で
一

度
も
骨
密
度
を
測
っ
た
こ

と
の
な
い
方

○
定　

員　

四
十
人
（
申
込

順
）

○
参
加
費　

二
百
円

○
持
ち
物　

筆
記
用
具

※
素
足
で
測
定
し
ま
す
の
で
、

脱
ぎ
や
す
い
靴
下
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

○
申
込
方
法　

電
話
で
担
当

へ
担
当　

健
康
づ
く
り
課

1
０
４
６（
２
５
２
）７
２
２
５

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

健
康
に
つ
い
て
知
る

心
と
体
を
健
康
に

健
康
な
環
境
を
作
る

健
康
講
座

わ
か
り
合
う

備　考テーマと　き回　数
講師　市消費生活
相談員・管理栄養
士　出口恵子さん

いまどきの食事情を知る
～食品の安全性と食品表
示～

１０月４日（火）
午前１０時～正午第１回

講師　国立健康栄
養研究所　薬学博
士　千葉　剛さん

ホントに効果があるの？
「健康食品」～健康食品
の有効性と安全性～

１０月１１日（火）
午前１０時～正午第２回

工場見学
午前１０時３０分～
正午を予定

うま味ってなあに？～味
の素川崎工場見学

１０月２０日（木）
午前８時３０分出
発～午後２時３０
分ごろ到着予定

第３回

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
健
康
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
健
康
文
化
都
市
」
を
宣
言
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

健
康
づ
く
り
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
健
康
・
福
祉
の
催
し
を
紹
介
し
ま
す
。
自
分

の
健
康
か
ら
、
地
域
の
健
康
や
福
祉
ま
で
を
学
ん
だ
り
、
考

え
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

わ
た
し
の
健
康　

あ
な
た
の
健
康　

地
域
の
健
康
福
祉
を
考
え
る

 
健
康
・
福
祉
特
集

骨
密
度
測
定
会

　
　

市
制
四
十
周
年

　
　

記
念

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

２
０
１
１
秋

わ
た
し
の
健
康

あ
な
た
の
健
康

地
域
の
健
康
福
祉
を
考
え
る
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所
（
相
模
台
病
院
・
相
武
台

病
院
）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

夜
間
の
場
合
、
当
日
の
夜
間

当
番
の
病
院
へ
搬
送
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
大
和
市
や

厚
木
市
の
救
急
病
院
へ
向
か

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

〈
救
急
隊
の
活
動
に
ご
理
解
を
〉

・
「
救
急
車
の
音
を
鳴
ら
さ
な

い
で
来
て
ほ
し
い
」
と
要
請

を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
緊
急
時
の
救
急
車
は
、

法
令
に
よ
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
て
走
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
救
急
要
請
を
受
け
た
現
場
の

道
路
に
救
急
車
や
消
防
車
が

停
車
し
て
い
る
と
、
救
急
活

動
の
間
は
一
般
車
両
な
ど
が

通
り
抜
け
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
救
急
隊
は
常
に
ス
ム
ー
ズ
な

活
動
を
心
掛
け
て
い
ま
す
が
、

病
院
の
受
け
入
れ
状
況
や
現

場
で
処
置
を
優
先
し
て
行
う

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
現
場
の

　

Ｐ
Ａ
連
携
と
は
、
ポ
ン
プ
車

（
Ｐ
ｕ
ｍ
ｐ
ｅ
ｒ
）
と
救
急
車

（
Ａ
ｍ
ｂ
ｕ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
）
の

頭
文
字
を
取
り
、
消
防
隊
と
救

急
隊
が
同
時
に
出
場
し
活
動
す

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
現
在

は
、
全
国
で
こ
の
出
場
体
制
を

と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
救
急
要
請
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ａ
連
携
で
は
、
重
症
患
者

か
ら
の
要
請
場
所
が
、
階
段
や

面
積
が
狭
く
ゆ
と
り
が
な
い
よ

う
な
場
所
が
予
想
さ
れ
る
場
合

に
、
消
防
車
が
同
時
出
動
し
ま

す
。
さ
ら
に
現
在
、
救
急
救
命

士
が
行
う
こ
と
の
で
き
る
処
置

内
容
が
拡
大
し
、
医
師
の
指
導

の
下
に
気
管
挿
管
や
ア
ド
レ
ナ

リ
ン
と
い
う
薬
剤
を
必
要
に
応

じ
て
投
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、こ
れ
ら
の
処
置
を
し
て
、

病
院
へ
い
ち
早
く
重
症
患
者
を

搬
送
す
る
際
に
は
、
搬
送
の
サ

〔
６
面
か
ら
続
く
〕

　

夜
間
に
子
ど
も
が
急
に
発
熱

し
た
場
合
な
ど
、
家
庭
で
ど
の

よ
う
に
対
処
す
れ
ば
良
い
か
、

す
ぐ
に
医
療
機
関
に
か
か
る
必

要
が
あ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、

判
断
に
迷
う
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
電
話
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
（
左
記
参
照
）
。

　

本
年
三
月
か
ら
、
ド
ク
タ
ー

ズ
カ
ー
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し

た
。
ド
ク
タ
ー
ズ
カ
ー
に
は
、

医
師
や
救
急
救
命
士
な
ど
四
〜

五
人
が
乗
車
し
、
現
場
で
患
者

に
点
滴
や
気
管
挿
管
を
行
う
な

　

市
で
は
、七
月
一
日
か
ら「
座

間
市　

時
間
健
康
電
話
相
談
」を

２４

実
施
し
て
い
ま
す（
下
記
参
照
）。

　

市
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、

健
康
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
、

病
院
情
報
な
ど
に
関
す
る
相
談

を
、
有
資
格
者
が　

時
間
体
制

２４

で
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
（
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
保
護
さ
れ
ま
す
）。

　

詳
し
く
は
、
本
紙
六
月
十
五

日
号
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
担
当
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

九
月
十
一
日（
日
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後

四
時
三
十
分
ま
で
（
午
後
一

時
十
五
分
か
ら
受
付
）

○
と
こ
ろ　

市
消
防
本
部
会
議

室
○
内　

容　

応
急
手
当
の
重
要

性
、
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
自
動
体
外
式
除
細

動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
、

消
防
隊
と
救
急
隊
と
の

連
携
に
よ
る
訓
練
風
景

医師と連携したドクターズカー

さ
ま
ざ
ま
な
現
場
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

素
早
く
適
切
な
応
急
手
当
て

は
、
怪
我
を
し
た
人
の
命
を
救

う
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、
心
肺
蘇

生
法
や
大
出
血
時
の
止
血
法
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
の
取
り
扱
い
方
法
な
ど
に

関
す
る
「
普
通
救
命
講
習
」
を

万
が
一
に
備
え
、
普
通
救
急
講
習

に
ご
参
加
を　
　
　
　
　
　
　
　

ポ
ー
ト
な
ど
に
人
員
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
火
災

活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
消
防

隊
が
同
時
出
場
し
、
救
急
隊
と

共
に
救
急
活
動
を
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
を
守

る
た
め
行
う
Ｐ
Ａ
連
携
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ズ
カ
ー
の

運
用
を
開
始

Ｐ
Ａ
連
携
出
場

　

夜
間
の
救
急
診
療
で
は
、
本

市
と
海
老
名
市
･
綾
瀬
市
の
共

同
事
業
に
よ
り
、
市
域
内
の
病

院
が
順
番
（
輪
番
制
）
で
患
者

の
対
応
に
当
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
現
在
、
市
内
に
お
け
る

医
療
環
境
の
悪
化
は
深
刻
な
状

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
全
国

的
に
広
が
る
医
師
不
足
の
問
題

や
、
訴
訟
リ
ス
ク
の
影
響
、
さ

ら
に
は
夜
間
中
心
の
激
務
な
ど
、

救
急
医
療
の
現
場
の
医
師
や
看

護
師
な
ど
の
確
保
が
大
変
難
し

い
現
状
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

救
急
医
療
体
制
の
維
持
に
さ
ら

な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

況
で
あ
り
、
座
間
市
内
で
救
急

要
請
し
た
の
に
「
な
ぜ
他
市
の

病
院
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
」
と
い
う
ご
指
摘
を

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
座
間
市
で
は
近
年
、
救

急
対
応
が
で
き
る
病
院
が
減
少

し
、
市
内
の
病
院
だ
け
で
は
対

応
が
困
難
な
た
め
、
近
隣
市
の

病
院
の
協
力
の
下
、
救
急
医
療

体
制
を
維
持
し
て
い
る
た
め
で

夜
間
救
急
病
院
の

範
囲
を
拡
大

滞
在
時
間
が
長
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
た

救
急
講
習

ど
容
態
の
安
定
化
を
目
的
と
し

た
医
療
行
為
を
行
い
医
療
機
関

に
搬
送
し
ま
す
。

　

治
療
は
、
主
に
消
防
署
の
敷

地
内
で
救
急
隊
と
医
師
が
合
流

し
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
ド
ク
タ
ー
ズ
カ
ー
が

出
動
し
処
置
を
行
う
と
、
現
場

で
行
っ
た
治
療
な
ど
に
対
し
厚

生
労
働
省
が
認
め
る
医
療
費
を

請
求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

座
間
市　

時
間

２４

健
康
電
話
相
談

か
な
が
わ
小
児
救
急

ダ
イ
ヤ
ル

救
急
医
療
体
制
の
維
持
に

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
！

　

休
日
や
夜
間
、
急
な
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
救
急
医
療

機
関
と
、
本
市
の
医
療
体
制
や
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当　
　
　

医
療
課　

1
０
４
６（
２
５
２
）７
２
９
５　

5
０
４
６（
２
５
２
）７
０
４
３

座間市２４時間健康電話相談

フリーダイヤル　7０１２０（８６７）８６０
※携帯電話・ＰＨＳ・ＩＰ電話の方は1０３（３２３４）２０２６

　（通話料発信者負担）
※聴覚障害者専用ＦＡＸ　5０３（３２３０）１１９９

　（通信料発信者負担）

実
施
し
て
い
ま
す
。
事
業
所
、

自
治
会
、
市
内
小
・
中
学
校
な

ど
で
も
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
も
し
も
の
時
に
備
え
て

ぜ
ひ
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か（
左

記
参
照
）
。
普
通
救
命
講
習
の

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担
当
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

九
月
十
一
日

普
通
救
命
講
習
を

開
催
し
ま
す

大
出
血
時
の
止
血
法
習
得

○
持
ち
物　

筆
記
用
具

○
対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
（
中
学
生
以
上
）

○
定　

員　

二
十
人（
申
込
順
）

○
申
込
方
法　

電
話
で
担
当
へ

担
当　

消
防
管
理
課

1
０
４
６（
２
５
６
）２
２
１
１

かながわ小児救急ダイヤル
○相談時間　午後６時～深夜０時（毎日）
○電話番号　①市外局番が０４２以外のプッシュホン回線の方、携帯電話の方は＃８０００
　②ダイヤル回線、ＩＰ電話、市外局番が０４２の方は1０４５（７２２）８０００
○相談内容　子どもの体調の急変などに関する一般的な助言
○相談対応者　専任の相談員（看護師など）
※上記の電話相談は、助言を行うものであり、電話による診断・治療を行うものでは
ありません。あらかじめご了承ください。
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  ZAMA
　

毎
年
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
救
急
の
日
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
救
急
業
務
や
救
急
医
療
に
対
す
る
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
救
急
業
務
や
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
定
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
救
急
の
日
を
含
む
一
週
間
は
「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
て
、
救
急
医
療
の
普
及
・
啓
発
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
救
急
の
日
に
ち
な
み
、
市
内
で
の
救
急
活
動
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

救
急
車
を
要
請
す
る
に
は
、

固
定
電
話
や
携
帯
電
話
か
ら
１

１
９
番
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

１
１
９
番
通
報
を
受
け
る
と
、

現
場
に
最
も
近
い
消
防
署
か
ら

要
請
内
容
に
応
じ
て
消
防
車
や

救
急
車
な
ど
の
車
両
を
出
動
さ

せ
ま
す
。
そ
の
際
、
も
し
も
慌

て
て
場
所
や
状
況
を
正
し
く
伝

え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

現
場
へ
の
消
防
車
や
救
急
車
の

到
着
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
助
か

る
命
が
助
か
ら
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
を
す
る
際
は
、

下
記
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
、

消
防
署
係
員
が
尋
ね
る
内
容
に

落
ち
着
い
て
答
え
て
く
だ
さ
い

（
図
１
参
照
）
。　

〈
ポ
イ
ン
ト
〉

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
自
宅
や
職
場
な
ど
の
電
話
機

の
そ
ば
に
、
そ
の
場
所
へ
来
る
ま
で
の
説
明
（
目
標
と
な
る
建

物
な
ど
）
や
電
話
番
号
、
住
所
な
ど
、
必
要
な
情
報
を
書
い
た

メ
モ
を
張
っ
て
お
き
、
普
段
か
ら
落
ち
着
い
て
正
確
な
通
報
が

で
き
る
よ
う
に
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
（
グ
ラ
フ
３
参
照
）
。
軽

症
に
も
か
か
わ
ら
ず
救
急
車
を

呼
ん
で
し
ま
う
と
、
そ
の
間
に

一
刻
を
争
う
重
症
者
か
ら
の
通

報
が
あ
っ
た
場
合
、
遠
く
の
消

防
署
か
ら
別
の
救
急
車
を
向
か

わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
到
着
が

遅
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り

ま
す
（
市
で
は
予
備
を
含
め
て

四
台
の
救
急
車
で
要
請
に
応
じ

て
い
ま
す
）。

　

本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す

る
方
が
い
ち
早
く
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
一
人
で
も
多
く
の

方
の
命
を
助
け
る
た
め
に
も
、

救
急
車
の
適
正
な
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

救
急
車
を
要
請
す
る
際
の
判

〔
７
面
に
続
く
〕

断
や
救
急
隊
の
活
動
に
つ
い
て
、

次
の
こ
と
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
救
急
車
の
要
請
が
必
要
な
場

合
〉

　

次
の
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
救

急
車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
呼
吸
や
心
臓
が
停
止
し
心
肺

蘇
生
法
に
よ
る
処
置
が
必
要

な
場
合
。

・
持
続
す
る
強
い
胸
痛
が
あ
る

場
合
。

・
突
然
の
激
し
い
頭
痛
や
腹
痛

が
あ
る
場
合
。

・
広
範
囲
に
火
傷
を
負
っ
た
場

合
。

・
手
足
の
し
び
れ
や
、
ろ
れ
つ

が
回
ら
な
い
場
合
。

〈
救
急
車
の
利
用
を
控
え
る
場

合
〉

　

次
の
内
容
は
、
実
際
に
要
請

が
あ
っ
た
事
例
で
す
。

・
今
日
入
院
予
定
日
だ
か
ら
、

救
急
車
で
病
院
に
行
き
た
い
。

・
紙
で
指
先
を
切
っ
た
。
血
は

止
ま
っ
て
い
る
が
心
配
だ
。

・
病
院
で
処
方
さ
れ
た
薬
が
無

く
な
っ
た
。

・
今
日
の
当
番
医
が
分
か
ら
な

い
の
で
救
急
車
を
呼
ん
だ
。

・
病
院
で
待
つ
の
が
面
倒
だ
し
、

救
急
車
で
行
く
と
、
早
く
診

察
し
て
く
れ
る
と
思
っ
た
。

・
タ
ク
シ
ー
で
行
く
と
、
お
金

が
か
か
る
の
で
。

・
病
院
へ
行
く
交
通
手
段
が
無

い
か
ら
。

〈
救
急
車
を
要
請
さ
れ
た
皆
さ

ん
へ
の
お
願
い
〉

・
救
急
車
の
音
が
聞
こ
え
た
ら
、

車
両
の
誘
導
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
傷
病
者
の
情
報
を
正
確
に
医

療
機
関
へ
伝
え
る
た
め
、
症

状
な
ど
を
詳
し
く
ま
と
め
て

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

・
保
険
証
、
診
察
券
、
お
薬
手

帳
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
市
内
に
救
急
病
院
は
、
２
カ

救
急
車
を要

請
す
る
に
は

救 急 

図１　１１９番通報の流れ 

119番です。 
火事ですか？救急ですか？ 

119番指令係員 救急の通報者 

どうしましたか？ 

意識はありますか？ 

住所を教えてください。 

何か病気に 
かかったことはありますか？ 
今、かかりつけの病院は 

ありますか？ 

119番通報 

救急です。 
救急車お願いします。 
テレビを見ていたら、 
父が突然倒れました。 

意識はあります。 

座間市緑ケ丘○-○-○です。 

あなたのお名前を 
教えてください。 

 

座間太郎です。 

今おかけの電話番号を 
教えてください。 ０４６-２５６-○○○○です。 

お父さんはおいくつですか？ ○○歳です。 

１０年前に 
心筋梗塞になりました。 

○○病院です。 

※この他にも、状況に応じて必要な情報をお聞きすることがあります。 

119番指令係員 

　

平
成
二
十
二
年
の
救
急
車
の

出
場
件
数
は
、
四
千
六
百
四
十

七
件
で
し
た
（
グ
ラ
フ
１
・
２

参
照
）
。
二
十
一
年
と
比
較
す

る
と
、
二
十
二
年
は
出
場
件
数

が
二
百
九
十
九
件
（
約
六
�
四

パ
ー
セ
ン
ト
）
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
昨
年
の
夏
が
大

変
暑
い
日
が
続
き
、
熱
中
症
患

者
（
疑
い
も
含
む
）
の
搬
送
が

増
え
た
こ
と
が
一
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

.

救
急
車
の
適
正
利
用

に
ご
協
力
を

　

救
急
車
は
、必
要
な
と
き
に
、

誰
で
も
平
等
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。し
か
し
、

現
状
は
軽
症
者
の
利
用
が
出
場

99999999999999999999999
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
99999999999999999999999
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
ははははははははははははははははははははははは
救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急
ののののののののののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

9
月
9
日
は
救
急
の
日

救
急
車
の
出
場
件
数

大
切
な
命
を
つ
な
ぐ
救
急
業
務

　

応
急
手
当
の
重
要
性
や
本
市
の
救
急
出
場
の
状
況
な
ど
、
「
救
急
業
務
」
の
現
状
や
日

ご
ろ
の
取
り
組
み
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当　

消
防
管
理
課　

1
０
４
６（
２
５
６
）２
２
１
１　

5
０
４
６（
２
５
６
）２
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ふれあい会館の愛称は
ざまコミュニティプラザ

　市役所「ふれあい会館」の愛称が、
「ざまコミュニティプラザ」に決ま
りました。装い新たになった同館を、
身近な施設として、より一層ご利用
いただくため、親しみやすく、施設
の内容がイメージしやすいなどを基
準に選定したものです。「市民の皆
さんが気軽に集まれる広場」という
思いが込められています。　
担当　　　　　　　　　財産管理課
　1０４６（２５２）７８０１　5０４６（２５５）３５５０

「折り鶴」のご協力お礼

　市原水爆禁止協議会で、市役所１
階市民サロンに設置した「折り鶴コ
ーナー（６月１６日～３０日）」と市民や
団体から市に直接寄せられた折り鶴
は、約２１，０００羽にも達しました。
　これらの折り鶴は、市民や地域作
業所の方などが千羽鶴に仕立て、７
月２９日に広島、長崎の両市に送付し
ました。
　皆さんのご協力に感謝します。
担当　　　　　　　広報広聴人権課
　1０４６（２５２）８０８７　5０４６（２５２）０２２０

手話通訳者を設置

　市役所１階障がい福祉課内に手話
通訳者を配置しています。聴覚障が
い者に対して、市役所内での通訳業
務を行います。お気軽にお越しくだ
さい。
○と　き　毎週金曜日午後１時～５
時１５分（祝日の場合は翌週月曜日）
担当　　　　　　　　障がい福祉課
　1０４６（２５２）７９７８　5０４６（２５２）７０４３

障がい者就労相談

　市では、就労支援相談員が障がい
者の雇用・就労に関する相談に応じ
ています。
　ハローワークのように、直接就職
先を紹介するための窓口ではありま
せんが、相談者一人一人に応じた助
言・提案・各就労支援関係施設の紹
介など、さまざまな情報提供を行っ
ています。相談内容の秘密は厳守し
ますので、お気軽にご相談ください。
○と　き　毎週月曜・火曜・木曜日の
午前１０時～正午、午後１時～３時
○ところ　市役所１階障がい福祉課
○対　象　障害者手帳（身体、療育、
精神）をお持ちの方で、一般就労
を希望する方
○相談方法　事前に電話連絡
担当　　　　　　　　障がい福祉課
　1０４６（２５２）７１３２　5０４６（２５２）７０４３

高等学校卒業程度認定試験

　本認定試験は、高等学校を卒業し
ていないなどの事由により、大学な
どの受験資格が無い方に対し、高等
学校卒業者と同等以上の学力がある

かどうかを認定する試験です。合格
者には大学、短期大学、専門学校の
受験資格が与えられます。
○と　き　▽願書受付期間＝９月５
日（月）～２０日（火）▽試験日＝
１１月１９日（土）、２０日（日）
※詳しくは、市役所５階教育指導課
窓口で配布する受験案内をご覧くだ
さい。
担当　　　　　　　　　教育指導課
　1０４６（２５２）８７３２　5０４６（２５２）４３１１

教育委員会９月定例会

○と　き　９月１３日（火）午前９時
３０分～
○ところ　市役所５階教育委員会室
※傍聴や議題について詳しくは、担
当にご確認ください。
担当　　　　　　　　　教育総務課
　1０４６（２５２）８３４７　5０４６（２５２）４３１１

児童書の寄贈をお願いします

　市子ども読書活動推進連絡協議会
では、本のリサイクル運動を進めて
います。ご家庭で眠っている使用可
能な子どものための良質な本をご寄
贈ください。
○取り扱い品目　汚れ、痛みなどの
少ない良質な幼児・児童向けの本

○寄贈方法　図書館または市公民館、
北・東地区文化センター図書室に
直接持参

担当　　　　　　　　　　　図書館
　1０４６（２５５）１２１１　5０４６（２５２）５７０４

移動図書館ひまわり号巡回日程

▼東原共同住宅８号棟前＝１日・１５
日午前１０時３０分～１１時３０分▼ＮＴＴ
栗原社宅＝７日・２１日午前１０時３０分
～１１時３０分▼中原小学校＝７日・２１
日午後２時４５分～３時４５分▼小松原
１丁目児童遊園地＝８日・２２日午前
１０時３０分～１１時３０分▼栗原小学校＝
９日・３０日午後２時４５分～３時４５分
▼カーサ相模台Ｈ棟前＝９日・３０日
午前１０時３０分～１１時３０分▼ひばりが
丘南児童館＝１０日・２４日午後２時３０
分～３時３０分▼相模野小学校＝１４日・
２８日午後２時５５分～３時３０分▼入谷
小学校＝１４日・２９日午後２時５０分～
３時４５分▼東原小学校＝１６日午後２
時５５分～３時４５分
※雨天中止。学校への巡回は時間が
変更になる場合があります。
担当　　　　　　　　　　　図書館
　1０４６（２５５）１２１１　5０４６（２５２）５７０４

座間市民へ室内プール一般開放

　協栄スイミングクラブ座間の主催
により、市民の皆さんの健康を促進
し、水中で体を動かす楽しさを実感
してもらうため、同クラブ室内プー
ルが一般開放されます。
○と　き　９月２５日（日）、１０月２
日（日）午前９時～正午

○ところ　協栄スイミングクラブ座

間（座間２－２３９）
○対　象　市内在住者
○入場料　無料（保険料１００円を当日
徴収）

担当　　　　　　　　　スポーツ課
　1０４６（２５２）８１７７　5０４６（２５５）３５５０

市チャリティーゴルフ大会

○と　き　１０月１９日（水）午前７時
受け付け開始、午前８時スタート

○ところ　厚木国際カントリー倶楽
部（厚木市下荻野）

○競技方法　１８ストロークプレー（新
ぺリア方式）

○定　員　１００人（申込順）
○参加費　２１，０００円（プレー、キャ
ディー、パーティー、賞品代）

○申込方法　１０月７日（金）までに
所定の申込書（市ホームページか
らダウンロード可）に必要事項を
記入の上、参加費を添えて担当へ

担当　　　　　　市体育協会事務局
（スポーツ課内）

　1０４６（２５２）８１７７　5０４６（２５５）３５５０

手話奉仕員基礎講座

　市聴覚障害者協会では、手話奉仕
員基礎講座を開催します。皆さんの
ご参加をお待ちしています ｡
○と　き　１０月４日～平成２４年３月
２７日毎週火曜日午後７時～９時（平
成２４年１月３日、３月２０日を除く
全２４回）

○ところ　北地区文化センター（１０
月１１日、平成２４年１月１０日は市役
所ふれあい会館２階）

○対　象　市内在住 ･在勤者で、入
門講座受講済みの方、または手話
で簡単な日常会話ができ、本講座
に２０回以上参加可能な方

○定　員　２５人（申込順）
○受講料　３，０００円（テキスト代）
○申込方法　往復はがきに住所・氏
名（ふりがな）・電話番号を記入
の上、９月１５日（木）までに〒２５２－
８５６６座間市役所障がい福祉課あて
郵送

担当　　　　　　　　障がい福祉課
　1０４６（２５２）７９７８　5０４６（２５２）７０４３

月２回開催　ざま市民朝市

○と　き　９月１１日、２５日いずれも
日曜日午前７時～８時（雨天決行）

○ところ　市役所ふれあい広場（雨
天時は市役所１階アトリウム）

○販売品　地場産野菜、農産物加工
品、肉、肉加工品、花き、市特産
品ほか

○持ち物　マイバック（買い物袋）
担当　　　　　　　　　　　農政課
　1０４６（２５２）７６０１　5０４６（２５５）３５５０

♪今月のロビーコンサート♪
秋空に笛冴えわたる四姉妹

○と　き　９月１４日（水）午後０時
３０分～０時５０分
○ところ　市役所１階市民サロン
○演奏曲　モーツァルト作曲「アイ
ネ クライネ ナハトムジーク」、ホ
ルスト作曲「ジュピター」ほか

○演奏家　フルート　酒井みさをさ

ん、杉田美紀さん、菅博子さん、
橋本永利子さん

担当　　　　　　　　　生涯学習課
　1０４６（２５２）８４７６　5０４６（２５２）４３１１

布ぞうりを作ってみませんか？

○と　き　９月１７日（土）午後０時
３０分～午後４時
○ところ　リサイクルプラザ工房室
○内　容　裂き布を再利用して布ぞ
うりを作る

○対　象　市内在住・在勤・在学者
（この講座を初めて受講する方）

○定　員　１５人（申込順）
○参加費　３００円（材料代）
○持ち物　白か黒の木綿糸、木綿針
○申込方法　電話または直接担当へ
担当　　　　　　リサイクルプラザ
　1０４６（２５２）７９６３　5０４６（２５２）７９６４

◆ワード入門講座
○と　き　１０月１日～２２日毎週土曜
日午後１時３０分～４時３０分（全４
回）

○内　容　ワードの始め方、文面の
装飾、表作りなど

○対　象　マウス操作、文字入力の
できる方（市公民館、地区文化セ
ンターの同講座未受講者に限る）

○定　員　１６人（多数抽選）
○持ち物　筆記用具
○参加費　２，２７０円（テキスト代ほか）
○講　師　座間市パソコンサポート
クラブ

○申込方法　９月１７日（土）までに
電話、ファクスまたは直接同館へ

◆親と子が共に育つ教室
「お母さんが一番・・・！」

○と　き　１０月６日～１２月１５日毎週
木曜日（祝日を除く）午前１０時～
１１時４５分（全１０回）
○内　容　菓子作り、減災、生命（い
のち）、コンサート鑑賞ほか

○対　象　幼児を持つ保護者
○定　員　３０組（多数抽選）
○保　育　５００円（おやつ・お茶代な
ど）

○参加費　無料（実習費は別途）
○申込方法　９月１１日（日）までに
電話、ファクスまたは直接同館へ

◆大人のための朗読会
○と　き　９月１８日（日）午後１時
３０分～３時
○内　容　志賀直哉「網走まで」、
宮部みゆき「砂村新田」より、茨
木のり子「自分の感受性くらい」ほ
か詩、短歌、俳句、川柳など朗読

○読み手　ユニット・ぺぱん
○対　象　市内在住・在勤者
○申込方法　当日直接同センターへ

◆幼児をもつファミリー学級
○と　き　９月２９日～１２月１５日毎週
木曜日（１１月２６日のみ土曜日）午

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１ 5０４２（７４７）８５４２

市公民館
1０４６（２５５）３１３１ 5０４６（２５２）２７７６

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９
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※ＮＨＫでは、ご応募の際にいただ
いた情報を、抽選結果の連絡のほか、
受信料のお願いに使用させていただ
くことがあります。
問い合わせ先　ＮＨＫ横浜放送局
　1０４５（２１１）０４１８（平日午前１０時～
午後６時３０分）または、（財）座
間市スポーツ・文化振興財団　1 
０４６（２５５）１１００（月曜日（休館日）を
除く平日午前９時～午後５時）

◆戸籍住民課臨時的任用職員
○募集人数　２人
○応募資格　パソコン操作（エクセ
ル、ワード）のできる方

○業務内容　外国人登録事務など
○勤務期間　１０月１日～平成２４年３
月３１日

○勤務日時　毎週月曜～金曜日午前
８時３０分～午後５時１５分

○勤務場所　市役所１階戸籍住民課
○賃　金　９５２円
○選考方法　面接、健康診断
○応募方法　市販の履歴書（写真張
り付け）に必要事項を記入し、９月
８日（木）までに本人が担当へ持参

担当　　　　　　　　　戸籍住民課
　1０４６（２５２）８０８４　5０４６（２５５）３５５０
◆介護保険認定調査員（非常勤）
○募集人員　若干名
○応募資格　保健師、看護師、社会
福祉士、介護支援専門員、介護福
祉士のいずれかの資格を有し、認
定調査経験のある普通自動車運転
免許所持者

○業務内容　認定調査の実施（被保
険者宅への事前連絡、訪問調査、
調査票作成など）

○勤務期間　１０月２０日～平成２４年３
月３１日

○勤務日時　毎週月曜日から金曜日
の午前９時３０分～午後４時１５分

○賃　金　時給１，３６４円
○応募方法　市販の履歴書（写真張
り付け）に必要事項を記入し、資
格証コピーを添付し、９月１６日
（金）までに本人が担当に持参

担当　　　　　　　　　介護保険課
　1０４６（２５２）７５３８　5０４６（２５２）８２３８
◆児童相談員非常勤職員
○募集人員　１人
○応募資格　児童福祉司任用資格（社
会福祉士、精神保健福祉士、保健
師、看護師、保育士、教員など）
を有する方

○業務内容　児童に関する相談、児
童虐待対応など

○勤務期間　１０月１日～平成２４年３
月３１日

○勤務日時　月曜～金曜日（祝日を
除く）原則午前９時３０分～午後４時

○賃　金　市規定による
○選考方法　面接、書類選考
○応募方法　「児童相談とは」をテ
ーマに思いや考えを４００字詰め原
稿用紙２枚以内にまとめ、市販の
履歴書（写真張り付け）に必要事
項を記入したものと一緒に、９月
１２日（月）までに本人が担当に持参
担当　　　　　　　　子育て支援課
　1０４６（２５２）７９６９　5０４６（２５２）７０４３
◆児童館指導員
○募集人数　２人
○応募資格　子どもが好きな方
○業務内容　児童館施設の管理運営
業務（２人での交代勤務）

○勤務期間　１０月１日～平成２４年３

月３１日
○勤務日時　月曜～日曜日（水曜日、
祝日、年末年始を除く）午前８時
３０分～午後５時
○勤務場所　座間児童館
○賃　金　市規定による
○応募方法　市販の履歴書（写真張
り付け）に必要事項を記入し９月
９日（金）までに本人が担当に持参
担当　　　　　　　　子育て支援課
　1０４６（２５２）７９６９　5０４６（２５２）７０４３

○「高齢者・障がい者の人権あんし
ん相談」強化週間
▽とき＝９月５日（月）～１１日（日）
午前８時３０分～午後７時（土曜・日
曜日は午前１０時～午後５時）▽相談
先＝神奈川県人権擁護委員連合会・
横浜地方法務局1０５７０（００３）１１０（全
国統一ナビダイヤル）
○ミュージックフェスティバル
▽とき＝９月１７日（土）、１８日（日）午
後３時３０分～９時▽ところ＝キャン
プ座間▽内容＝バンド演奏、ＤＪ、

前１０時～正午（全１０回）
○内　容　家族の笑顔を守る食卓考
～震災後、食の情報が 氾  濫 する今

はん らん

だからこそ～
○対　象　幼児を持つ保護者
○定　員　２５人（多数抽選）
○参加費　無料（実習材料代は実費）
○保　育　５００円（おやつ代ほか）
○申込方法　９月１８日（日）までに
電話、ファクスまたは直接同セン
ターへ

◆ひがし映画会
○と　き　９月１０日（土）午前１０時
３０分～１１時３０分
○内　容　「はだかの王様」「くま
の子ウーフ」「絵からとびだした
ねこ」

○入　場　自由（幼児は保護者同伴）
◆おもちゃ病院
○と　き　９月２４日（土）午前１０時
～正午（受け付けは１１時３０分まで）

○内　容　壊れたおもちゃの修理
　※修理できない物もあります。
○対　象　小学生以下と保護者
○定　員　２０組（先着順）
○費　用　無料（部品代などは実費）
○申込方法　当日直接同センターへ

◆ジュニア・サイエンスクラブ③秋
の夜空をウオッチング

○と　き　９月１０日（土）午後６時３０
分～８時３０分

※天候不良時は中止（判断は開始１
時間前）。
○内　容　青少年センターの望遠鏡
や肉眼で夜空を観察する（開催時
間内の会場出入りは自由）

○対　象　市内在住、在勤、在学者
（小・中学生は保護者同伴）

○参加方法　当日直接会場へ

◆「名作映画劇場」～これぞ！男の
生き方 男が惚れるスター特集～

ほ

○とき・上映作品　①９月２８日（水）
午前１１時～「 不知火 

し ら ぬ い

 検  校 」、午後１
けん ぎょう

時３０分～「次郎長三国志」②９月２９
日（木）午前１１時～「網走番外地」、
午後１時３０分～「人生劇場 飛車角
と吉良常」

○ところ　小ホール
○鑑賞料金　１作品５００円、１日券
９００円（全席自由・完全入替制）
※未就学児童は入場不可
◆市政４０周年記念事業
｢スクール Live Show for TEENS｣
～Ｅテレ（ＮＨＫ教育テレビ）公開収録～
○と　き　１０月１５日（土）午後６時
４５分～午後９時（午後６時開場）
○ところ　大ホール
○内　容　お笑いコンビ「サバンナ」
の司会による、中・高校生がダン
スなどのテーマに挑戦し、客席を
巻き込んだパフォーマンスをライ
ブ感たっぷりに繰り広げるエンタ
ーティンメント番組の公開収録

○観覧方法　９月２１日（水）までに郵
便番号、住所、氏名、年齢、電話
番号を明記の上、〒２５２－００２１座間
市緑ケ丘１－１－２（財）座間市ス
ポーツ・文化振興財団「スクール
Live show for TEENS観覧」係
あて郵送（往復はがき・１枚で二
人入場可）またはＮＨＫホームペ
ージhttp://www.nhk.or.jp/yo 
kohama/event/index.html・Ｎ
ＨＫ携帯サイトの専用申し込みフ
ォームからお申し込みください。

ストリートパフォーマンス、模擬店、
花火打ち上げ▽持ち込めない物＝ペ
ット、酒類、瓶など※基地内へは、
バイク・自転車を含み車両の乗り入
れはできません。周辺道路はすべて
駐車禁止です。入場時手荷物検査あ
り。▽問い合わせ先＝キャンプ座間
1①０４６（４０７）８８９２（日本語対応）・
②０４６（４０７）５７１２（英語対応）・③０４６
（４０７）４１７７（自動音声案内）※①②は
９月１６日（金）までの臨時電話です。
○行政書士街頭無料相談会
▽とき＝９月１９日（月）午前１１時３０
分～午後３時３０分▽ところ＝座間市
役所ふれあい広場▽内容＝遺言、相
続、成年後見、各種許認可、契約書、
内容証明、交通事故などに関する相
談▽問い合わせ先＝県行政書士会海
老名・座間支部1０４２（７４６）１３４１
○不登校生徒・高校中退者のための
進路情報説明会・不登校相談会
▽とき＝①１０月２日（日）②８日（土）
いずれも午後１時～４時３０分▽とこ
ろ＝①相模原市民会館（相模原市中
央区３－１３－１５）②海老名市役所７
階（海老名市勝瀬１７５）▽申込方法＝
直接会場へ▽問い合わせ先＝県子ど
も教育支援課1０４５（２１０）８２９２

青少年センター
1０４６（２５３）８４１１ 5０４６（２５９）２１６３

みんなの広場 

と　こ　ろと　　　き区　分
1０４６（２５２）８４９０
（電話相談も可）

毎週月曜～金曜日午前９時３０分～正午と午後１時
～３時３０分

消 費 生 活
（訪問販売・多重債務など）

予約制（電話可）
受付1０４６（２５２）８２１８
市役所１階相談室
※１日午前８時３０分か
ら今月分を受け付け、
いずれも定員になり次
第、締め切ります。な
お、弁護士相談は年間
一人につき１回（２５分
以内）、その他の相談
は一人３０分以内とさせ
ていただきます。相談
される要点をよく整理
してお越しください。

毎月第２・第３・第４火曜日午後６時３０分
～９時
毎月第２・第３・第４水曜日午後１時３０分
～４時３０分

１３日夜
１４日　
２０日夜
２１日　
２７日夜
２８日　

弁 護 士

毎月第３木曜日午前９時３０分～１１時３０分１５日行 政
（国に対する要望）

毎月第２・第３木曜日午後１時３０分～４時
３０分

８日
１５日

行 政 書 士
（相続・遺言書）

奇数月第３金曜日午後１時３０分～４時３０分１６日
司 法 書 士
（登記・多重債
務・少額訴訟）

毎月第４木曜日午後１時３０分～４時３０分２２日不 動 産
（取引・契約）

毎月第２金曜日午後１時３０分～４時３０分
（８日まで受け付け）９日分譲マンション

（近隣・管理組合）
毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時３０分

市 民 一 般
担当　広報広聴人権課 1０４６（２５２）８２１８

市役所１階
広報広聴人権課

毎月第２火曜日午前９時～１１時３０分１３日人 権
毎週月曜・水曜・金曜日午前９時～正午と午後１時
～５時１５分ドメスティック

バイオレンス
担当　広報広聴人権課 1０４６（２５２）８４８３

４－１会議室奇数月第３木曜日午後１時３０分～４時３０分
（予約制（電話可）。前日まで受け付け）１５日社会福祉士

（成年後見制度）
担当　福祉長寿課 1０４６（２５２）７１２７

市役所１階障がい福祉課毎週月曜・火曜・木曜日午前１０時～正午と
午後１時～３時（予約制（電話可））障 が い 者

就 労 支 援
担当　障がい福祉課 1０４６（２５２）７１３２

ふれあい会館２階毎月第３木曜日午前１０時～午後３時１５日
駐留軍離職者

担当　商工観光課 1０４６（２５２）７６０４
市役所２階子育て支援課

相談専用電話
1０４６（２５５）０５００

毎週月曜～金曜日午前９時～正午と
午後１時～４時（電話可）児 童

市役所２階子育て支援課毎週月曜～金曜日午前９時～午後５時
（予約制（電話可））母子・父子家庭

担当　子育て支援課 1０４６（２５２）７２０１
青少年センター１階
青少年相談室毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時

青 少 年
担当　青少年相談室 1０４６（２５６）０９０７

市役所５階教育研究所毎週月曜～金曜日午前１０時～午後４時教 育
1０４６（２５９）２１６４
（電話相談のみ）毎週月曜～金曜日午前８時３０分～午後６時子どもいじめ

ホットライン
担当　教育研究所 1０４６（２５９）２１６４

市役所５階教育指導課毎週月曜～金曜日午前８時３０分～正午
午後１時～５時（予約制（電話可））就 学

（障がい児対象）
担当　教育指導課 1０４６（２５２）８７３２

９月の相談日（祝日を除く）

９月に納めていただくのは
▽固定資産税・都市計画税（第３期）▽国民健康保険税（第４期）
※最寄りの市指定金融機関（ゆうちょ銀行を含む）、郵便局、市役所
または各出張所で納めてください。使用料などもお忘れなく。
※納期限を過ぎると、延滞金を納めていただく場合があります。
※毎月第２・第４土曜日午前８時３０分から正午まで、市役所において
市税、国民健康保険税の納付窓口を開設しています（今月は９月１０
日・２４日）。
※詳しい内容は収納課1０４６（２５２）８０２１へ（国民健康保険税については
国保年金課1０４６（２５２）７００３へ）。

相談はいずれも無料です。
ハーモニーホール座間

1０４６（２５５）１１００ 5０４６（２５２）８７８７
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９月10日は下水道の日！
～公共下水道への早期接続を～

　９月１０日は「下水道の日」です。
　現在、市内に埋設されている公共下水道管（汚水管）の総延長は２９３キロ
メートルで、公共下水道の建設が開始された昭和４７年度から平成２１年度ま
での建設費を合計すると、約５５６億円となります。
　このような巨費を投じて整備を進めている公共下水道施設ですが、住民
の皆さんに接続していただかないことには、その機能を発揮できません。
従来の単独処理浄化槽では、浄化能力も不十分なほか、し尿以外の雑排水
が汚れたまま川へ流れてしまいます。
　公共下水道が整備された地域では、建物の所有者に宅内の排水設備を遅
滞なく公共下水道に接続する義務があります（下水道法第１０条）。
　平成２１年度末までの公共下水道への接続率（水洗化率）は９３．１８パーセン
トです。まだ接続を済ませていない建物の所有者の皆さんは、一日も早い
接続をお願いします。

【融資・助成制度のご利用を】
　公共下水道に接続する際の経済的負担を軽減するため融資制度と助成制
度を設けています。ご希望の方は、担当までお気軽にご相談ください。
〇融資制度　５０万円を限度とする住宅の接続工事資金
〇助成制度
　①くみ取り便所を水洗化する場合に、くみ取り口１カ所につき１万円
　②私道に面した家屋所有者の皆さんが共同して下水道管を布設する場合
に、工事費の３分の２以内の額

〇対　象　公共下水道供用開始日から３年以内の工事

ミニ下水道展
　９月１０日の「下水道の日」に合わせミニ下水道展を開催します。
〇と　き　９月７日（水）～９日（金）午前９時～正午、午後１時～
５時

〇ところ　市役所１階市民ホール
〇内　容　市内の小学生による下水道普及促進ポスターなどの作品展
示、花の種などの配布、下水道相談など

担当　　　　　　　　　　　下水道課　1０４６（２５２）８５４１　5０４６（２５７）４１５５

「資源物とごみの分別収集カレンダー」を配布します！

市では、「資源物とごみの分別収集カレンダー」を９月上旬～中旬にか
けて市内全世帯に戸別配布する予定です（今回からＡ３サイズの両面にな
ります）。配布期間は地区によって前後する場合があります。１０月に入っ
ても配布されていない場合は、担当にご連絡ください。
　今後も、ごみの分別を徹底し、ごみの減量化・資源化にご協力をお願い
します。
担当　　　　　　　　　　資源対策課　1０４６（２５２）７６５９　5０４６（２５２）７６１６

その出し方正しいですか？
確認しましょう！ミックスペーパーの正しい出し方

◆出せる物
カタログ、紙袋、カレンダー、コピー用紙、ショッピングバッグ、ダイ
レクトメール、電算用紙、値札、はがき、封筒、パンフレット、ポスタ
ー、名刺、レシートなど
◆出せない物
油紙、裏カーボン紙、ワックス加工紙、紙皿、感熱紙、写真、シュレッ
ダーにかけた紙、ビニールコート紙、なっせん紙、使用済みのティッシュ
ペーパーやキッチンペーパー、アルミ箔が張ってある酒などの紙パック
◆出す際の注意点
○金属（ホチキス針、クリップなど）、シール、セロハン、ビニール、粘
着テープ、布、ガラスなど紙以外の物は必ず取り除く
○必ず紙の袋に入れて、ひもで縛る　
○大雨などの悪天候の場合は、次回の収集日に出す
担当　　　　　　　　　　資源対策課　1０４６（２５２）７９８５　5０４６（２５２）７６１６

東日本大震災義援金 ～温かいご支援をお願いします

　

担当　　　　　　　　　　福祉長寿課　1０４６（２５２）８２４７　5０４６（２５６）３６００

３４，８２７，７２５円
※この義援金には、個人・団体や募金活動による義援金も含まれています。

これまでお寄せいただいた
義援金（８月８日現在）

古くなった消火器にご注意を！

　古くなった消火器の破裂による人身事故が発生しています。
　一般家庭には、消火器の設置や点検の法的規制はありませんが、備えて
おくと、いざというときの初期消火に大変役立ちます。しかし、消火器に
は消火剤を噴出するために高い圧力でガスが充てんされているため、消火
器本体に腐食や変形、キズ、ホース部分に詰まりなどがあると、破裂する
可能性があります。半年に一度程度、目で見て点検しましょう。
　なお、消火器が古くなったり傷ついたりしている場合には、点検・回収
業者を紹介しています。詳しくは、担当にお問い合わせください。
担当　　　　　　　　消防本部予防課　1０４６（２５６）２１８７　5０４６（２５６）３２２５

消防団が見事な消防操法技術を披露
－第13回市消防団消防操法大会－

　去る７月２４日に消防団消防操法大会が開催
されました。競技は、小型ポンプ操法とポン
プ車操法部門にそれぞれ８チームずつが出場
し、操法演技を競い合いました。
　「速さ、正確さ、節度」などを総合的に審
査した結果、各部門で優秀な成績を収めた次
の分団・部と個人が表彰されました（敬称略）。

担当　　　　　　　　　　消防総務課　1０４６（２５６）２２１１　5０４６（２５６）２２１５

【ポンプ車操法の部】【小型ポンプ操法の部】　　
第５分団第１部第４分団第３部最優秀賞

団体表彰
第１分団第１部第２分団第３部優秀賞
第２分団第１部第１分団第２部優良賞

第３分団第４部第５分団第２部市制４０周年
記念特別賞

第４分団第１部
戸津信太郎　　

第２分団第３部
新井慎吾　　　指揮者

個人賞

第５分団第１部
帷子功介　　　

第４分団第３部
関川幸治　　　１番員

第２分団第１部
橋本忠央　　　

第５分団第２部
山口和弘　　　２番員

第１分団第１部
渋谷陽司　　　

第５分団第２部
関本一正　　　３番員

第５分団第１部
佐藤夏樹　　　ー４番員

コンロ・天ぷら鍋を原因とする火災を防ぎましょう

　市内では、平成２２年中に１５件の建物火災が発生しました。このうちコン
ロ・天ぷら鍋を原因とした火災は５件発生しています。
　また、平成２３年６月現在、８件の建物火災が発生しており、コンロ・天
ぷら鍋を原因とした火災はすでに２件発生しています。
　火災は調理中にコンロのそばを離れるなど、ちょっとした不注意から発
生しています。火災を防ぐために次のことに注意しましょう。

１　調理中は、絶対にコンロ・天ぷら鍋のそばから離れない。
２　コンロ・天ぷら鍋から離れる場合は、必ず火を消す。
３　コンロ内や周囲の油汚れは、使用後清掃する。
４　コンロの周囲には、燃えやすい物を置かない。
５　中間コックは、使用後必ず閉める。

担当　　　　　　　　消防本部予防課　1０４６（２５６）２１８７　5０４６（２５６）３２２５

防災行政無線の内容を電話で確認！
ご利用ください音声自動応答サービス

　市では、災害時のお知らせや行方不明者情報など、防災行政無線で放送
した内容を、音声自動応答サービスでお知らせしています。
　防災行政無線がよく聞こえなかった場合や、もう一度放送内容を確認し
たい場合などにご利用ください。

〈問い合わせ電話番号（フリーダイヤル）〉
7０１２０（６７３）６７９ 

担当　　　　　　　　　　安全防災課　1０４６（２５２）７３９５　5０４６（２５２）７７７３
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